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飯
塚
明
正
寺
文
書
に
み
る
真
宗
寺
院
の
歴
史

附
、
明
正
寺
史
料
翻
刻

鷺

山

智

英

小

林

知

美

樋

口

す

み

高

松

麻

美

は
じ
め
に

本
報
告
は
、
筑
紫
女
学
園
大
学
の
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
九
州
に
お
け
る
真
宗
伝
播
史

や
真
宗
寺
院
の
文
化
的
役
割
な
ど
の
解
明
を
目
的
と
す
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
は
、
栗
山
俊
之
「
博
多
萬
行
寺
史
料
」（『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
人

間
文
化
研
究
所
年
報
』
二
十
三
号
、
二
〇
一
二
年
）
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
寺
院

所
蔵
の
文
化
財
調
査
を
軸
と
し
て
い
る
。
本
報
告
は
、
調
査
し
た
真
宗
寺
院
史
料

の
翻
刻
で
あ
り
、「
厳
浄
寺
史
料
」（
同
誌
二
十
四
号
、
二
〇
一
三
）、「
長
教
寺
史

料
」（
同
誌
二
十
五
号
、
二
〇
一
四
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

明
正
寺
は
福
岡
県
飯
塚
市
に
所
在
す
る
浄
土
真
宗
寺
院
で
あ
る
。
飯
塚
市
を
含

む
嘉
麻
・
穂
波
地
方
の
真
宗
伝
播
史
・
地
域
文
化
史
研
究
に
お
け
る
重
要
性
を
考

慮
し
、
我
々
は
平
成
二
十
一
年
・
二
十
二
年
度
に
当
地
方
を
調
査
し
た
。
明
正
寺

調
査
は
第
一
回
を
平
成
二
十
一
年
度
に
行
い
、
所
蔵
作
品
デ
ー
タ
を
『
西
国
真
宗

文
化
財
調
査
研
究
報
告
書
（
二
）』（
二
〇
一
一
年
、
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大

学
部
）
に
掲
載
し
た
。
明
正
寺
史
料
は
、
同
報
告
書
に
は
未
掲
載
で
、
平
成
二
十

六
年
度
の
再
調
査
に
よ
り
今
回
の
報
告
に
至
っ
た
。

明
正
寺
史
料
は
、
冊
子
装
、
全
一
冊
、
墨
付
き
一
〇
五
丁
で
、
古
表
紙
に
「
和

光
山
明
正
寺
記
録
」
と
墨
書
さ
れ
、
書
写
年
代
は
江
戸
時
代
と
判
断
で
き
る
。
新

補
さ
れ
た
裏
表
紙
見
返
に
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
に
新
表
紙
を
つ
け
装
丁

を
改
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
解
説
と
翻
刻
（
第
一
丁
か
ら
第
五
十
一
丁

表
ま
で
）
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
旧
字
・
異
体
字
は
常
用
漢

字
に
、
変
体
仮
名
は
正
字
に
改
め
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
読
点
・
並
列
点
を

付
し
た
。

一



【
解
説
】

一
、
明
正
寺
に
つ
い
て

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
は
明
正
寺
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

明
正
寺

本
村
に
在
。真
宗
西
本
願
寺
末
也
。寺
説
に
曰
。開
基
の
僧
を
了
鎮
と
い
ふ
。

其
先
祖
は
越
前
に
住
し
瓜
生
氏
也
。
一
時
赤
間
関
に
移
り
氏
を
改
て
伊
藤
左

衛
門
尉
義
直
と
称
す
。
い
く
程
な
く
筑
前
に
来
り
、
此
村
に
居
り
、
真
宗
に

帰
依
す
。
本
願
寺
実
如
上
人
よ
り
名
号
を
授
か
り
、
法
体
し
て
了
鎮
と
号
し

草
庵
を
結
ひ
て
仏
像
を
安
置
す
。
夫
よ
り
四
世
善
明
迄
ハ
東
派
に
属
す
。
慶

長
九
年
故
有
て
西
派
と
成
、
此
時
準
如
上
人
よ
り
興
雲
公
に
報
せ
し
書
翰
二

通
、
及
岩
崎
平
兵
衛
添
簡
一
通
あ
り
。
寺
に
蔵
む
。
又
高
樹
公
の
時
賜
は
り

し
馬
具
を
持
伝
ふ
。
寺
内
に
輪
蔵
鐘
楼
あ
り
。
東
郡
の
好
寺
な
り
。

ま
た
『
嘉
穂
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
末
寺
を
三
六
か
寺
有
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
寛

政
二
年
の
時
点
で
は
一
七
か
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
八
か
寺
は
地
元
で
あ

る
穂
波
や
近
隣
の
鞍
手
、
嘉
麻
郡
で
あ
る
。
残
り
は
早
良
郡
で
あ
る
が
、
孫
末
寺

ま
で
含
め
九
か
寺
が
存
在
し
て
い
た
。

明
正
寺
は
明
治
後
期
に
火
災
に
遭
い
古
文
書
等
も
焼
失
し
て
い
る
が
、「
和
光

山
明
正
寺
記
録
」（
以
下
「
記
録
」
と
す
る
）
と
題
す
る
一
冊
の
古
文
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
う
ち
の
半
分
ほ
ど
を
翻
刻
し
紹
介
す
る
。
ま
た
、
興
味

深
い
事
項
に
つ
い
て
概
説
を
加
え
て
い
き
た
い
。

「
記
録
」
の
内
容
項
目

・
由
緒
書
き
上
げ

改
派
の
経
緯

御
茶
屋
の
こ
と

馬
具
拝
領
の
こ
と

・
書
状
の
書
き
上
げ

改
派
に
関
す
る
准
如
書
状
写
二
通

御
茶
屋
に
関
す
る
書
状

・
公
儀
か
ら
の
御
触
控
え

宗
旨
請
合
証
文
・
往
来
切
手
に
つ
い
て

・
明
正
寺
歴
代
住
職
事
績

初
代
か
ら
十
代
ま
で

末
寺
書
き
上
げ

・
門
徒
へ
の
法
義
・
渡
世
に
つ
い
て
の
教
化
通
達
（
安
永
元
年
十
二
月
）

・
寛
文
年
中
の
通
達

い
わ
ゆ
る
「
諸
宗
寺
院
下
知
状
」

・
同

い
わ
ゆ
る
「
諸
宗
寺
院
法
度
」

・
旅
僧
、
地
僧
の
説
法
・
講
談
に
つ
い
て
の
通
達

・
横
死
人
結
縁
に
つ
い
て
の
通
達

・
往
来
切
手
文
言
の
実
例

・
離
檀
争
い
に
つ
い
て
（
越
後
国
曹
洞
宗
東
流
﹇
龍
﹈
寺
と
日
蓮
宗
本
城
寺
）

・
家
康
公
宗
門
十
五
条

い
わ
ゆ
る
「
宗
門
檀
那
請
合
之
掟
」

・
貞
享
四
年
十
三
ヶ
条

い
わ
ゆ
る
「
諸
寺
院
条
目
」（
こ
の
う
ち
一
部

が
抜
粋
さ
れ
て
い
る
）

・
切
支
丹
宗
門
重
畳
御
改
ニ
付
書
物
の
事

二



二
、
東
派
か
ら
西
派
へ
改
派
し
た
こ
と

天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
豊
臣
秀
吉
が
九
州
平
定
の
た
め
に
九
州
へ
出
陣
し

て
い
た
と
き
に
、
そ
の
陣
中
見
舞
い
に
九
州
へ
下
向
し
て
き
て
い
た
教
如
が
明
正

寺
第
三
代
明
願
宅
に
滞
在
し
、
そ
の
と
き
に
明
正
寺
と
い
う
寺
号
を
つ
け
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
由
緒
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
縁
と
な
り
、
本
願
寺
が
慶

長
七
（
一
六
〇
二
）
年
に
東
西
に
分
派
し
た
と
き
に
は
明
正
寺
は
東
派
（
東
本
願

寺
・
教
如
）
に
随
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
慶
長
九
（
一
六
〇
四
）
年
に
藩
主
黒
田
長
政
の
意
向
に
よ
り
藩
内
の
真

宗
寺
院
が
東
派
か
ら
西
派
へ
改
派
す
る
が
、
明
正
寺
も
最
も
早
い
段
階
で
西
派
へ

改
派
し
て
い
る
。
こ
の
藩
全
体
の
動
き
に
対
し
て
西
本
願
寺
門
主
准
如
か
ら
黒
田

長
政
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
簡
二
通
の
写
し
が
「
記
録
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
の
原
本
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
が
博
多
の
萬
行
寺
の
古
文

書
の
中
に
存
在
す
る
。
若
干
文
字
に
違
い
が
あ
る
が
同
内
容
で
あ
る
。
最
初
の
文

書
は
慶
長
十
二
年
六
月
、
次
の
文
書
は
同
年
七
月
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。（
福
岡

市
文
化
財
叢
書
第
四
集
「
浄
土
真
宗
萬
行
寺
資
料
・
浄
土
真
宗
光
専
寺
資
料
」
福

岡
市
教
育
委
員
会
・
平
成
二
七
年
）

御
上
落
之
由
珍
重
存
候
、
尤
以
参
可
申
入
候
ヘ
共
、
先
以
使
札
申
進
候
、
先

以
今
度
ハ
御
分
国
坊
主
共
儀
、
厳
重
被
仰
付
候
段
、
誠
以
芳
慮
之
至
難
申
謝

候
、
何
様
令
参
御
礼
可
申
伸
候
、
猶
下
間
宰
相
申
含
候
間
、
不
能
委
細
候
、

恐
々
謹
言

本
門

光
照

六
月
晦
日

黒
筑
前
守
殿

猶
々
外
聞
実
儀
快
然
無
極
候
、
如
何
様
令
参
可
申
述
候
、
以
上

御
国
本
坊
主
之
儀
ニ
付
、
昨
日
以
宰
相
申
入
候
之
処
、
如
最
前
被
仰
付
候
段
、

誠
以
満
足
不
過
之
候
、
偏
芳
過
慮
之
至
難
申
謝
令
存
候
、
先
為
御
礼
令
申
候
、

連
々
別
而
無
等
間
給
る
、一
入
大
慶
此
事
ニ
候
、委
細
之
段
ハ
宰
相
申
含
候
間
、

不
能
詳
、
恐
々
謹
言

本
門

光
照

七
月
十
九
日

黒
筑
前
守
殿

三
、
明
正
寺
に
御
茶
屋
が
設
置
さ
れ
て
い
た
件
に
つ
い
て

「
記
録
」
の
中
に
御
茶
屋
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。（
読
み
下
し
文
）

一
当
宿
御
茶
屋
の
儀
、
先
年
は
明
正
寺
境
内
に
御
座
候
と
こ
ろ
、
支
配
仰
せ

付
け
ら
れ
候
、
其
の
節
当
宿
御
通
路
の
御
大
名
様
方
御
懇
意
仰
せ
付
け
ら

れ
候
、
別
て
有
馬
玄
番
様
、
久
留
米
御
城
に
御
召
し
寄
せ
御
饗
応
の
上
に

て
、
御
家
御
伝
成
ら
れ
候
と
て
、
唐
椀
拾
人
前
拝
領
仰
せ
付
け
ら
れ
、
今

に
所
持
仕
り
候
、
其
の
後
寛
永
十
八
年
六
月
二
日
、
た
だ
今
の
御
茶
屋
所

三



新
に
御
建
て
な
ら
れ
、
以
前
の
通
り
支
配
仕
り
候
様
、
大
音
安
太
夫
殿
よ

り
仰
せ
付
け
ら
れ
候
御
状
所
持
仕
り
候
、
右
本
書
・
写
共
に
指
し
上
げ

候
、
尤
も
其
の
節
御
扶
持
方
も
拝
領
仰
せ
付
け
ら
れ
候
、
右
に
付
大
音
安

太
夫
殿
よ
り
の
御
手
紙
・
証
拠
所
持
仕
り
候
、
虫
付
き
あ
い
成
り
文
字
分

り
兼
ね
候
え
ど
も
、
其
の
侭
指
し
上
げ
候
、
時
枝
何
左
衛
門
殿
よ
り
月
渡

の
御
扶
持
あ
い
渡
し
候
様
、
大
野
九
郎
右
衛
門
殿
よ
り
の
証
拠
こ
れ
有

り
、今
に
所
持
仕
り
居
り
申
し
候
、右
本
書
・
写
と
も
指
し
上
げ
申
し
候
、

御
扶
持
の
儀
は
花
田
弥
平
次
殿
へ
御
茶
屋
引
き
渡
し
申
し
候
、
已
後
は
召

し
上
げ
ら
れ
候

一
御
茶
屋
御
預
け
の
御
家
数
諸
道
具
請
け
取
り
帳
面
壱
冊
指
し
上
げ
申
し

候
、
其
の
後
御
代
官
花
田
弥
平
次
殿
へ
引
き
渡
し
候
様
仰
せ
付
け
ら
れ
候

間
、
御
同
人
御
支
配
に
成
ら
せ
候
、
尤
も
其
の
節
引
渡
の
帳
面
壱
冊
所
持

仕
り
居
り
候
に
付
き
指
し
上
げ
申
し
候
、
其
の
外
御
茶
屋
の
目
録
余
分
所

持
仕
り
候
得
ど
も
、
虫
付
き
□
あ
い
成
り
指
し
上
げ
申
さ
ず
候

一
当
寺
境
内
三
間
に
九
間
、
貞
享
四
年
卯
三
月
、
御
馬
屋
御
建
て
成
ら
れ
候

に
付
き
、
篠
原
喜
太
夫
殿
御
指
図
に
付
き
地
床
指
し
上
げ
申
し
候

以
上
の
よ
う
に
、
飯
塚
宿
の
御
茶
屋
が
明
正
寺
境
内
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

支
配
を
も
明
正
寺
住
職
に
任
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
注
目

す
べ
き
記
述
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
御
茶
屋
と
は
ど
う
い
う
施
設
な
の
か
。
近
藤
典
二
氏
は
御
茶
屋
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

福
岡
藩
の
「
御
茶
屋
」
と
「
町
茶
屋
」
は
、
そ
の
「
本
陣
」
と
「
脇
本
陣
」

に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。
御
茶
屋
は
あ
く
ま
で
藩
主
の
別
館

で
あ
り
、
町
茶
屋
が「
本
陣
・
脇
本
陣
」に
相
当
す
る
民
営
の
休
泊
所
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
御
茶
屋
は
長
崎
奉
行
・
諸
大
名
・
日
田
郡
代
の
休
泊
所
に
使

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
休
泊
の
際
の
世
話
に
は
町
茶
屋
の
主
人
が

当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
町
本
陣
の
主
人
で
あ
る
「
町

茶
屋
守
」
は
、
別
名
「
御
茶
屋
守
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
近

藤
典
二
「
福
岡
藩
の
御
茶
屋
と
町
茶
屋
」・『
西
南
地
域
史
研
究
』）

御
茶
屋
と
は
藩
主
の
別
館
で
あ
り
、
参
勤
交
代
で
通
行
す
る
大
名
な
ど
が
宿
泊

す
る
施
設
で
あ
る
。「
記
録
」
の
中
に
も
、
宿
泊
す
る
大
名
方
に
は
懇
意
に
し
て

も
ら
っ
て
お
り
、
と
く
に
久
留
米
藩
主
に
は
お
城
に
招
か
れ
た
り
し
た
と
い
う
。

ま
た
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
に
新
し
い
御
茶
屋
が
建
設
さ
れ
た
あ
と
も
、

明
正
寺
へ
御
茶
屋
の
支
配
を
任
命
し
て
い
る
。
い
つ
ま
で
御
茶
屋
の
支
配
に
明
正

寺
が
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
代
官
花
田
弥
平
次
に
支
配
が
移
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
に
馬
屋
が
建
て
ら
れ
た
と
き

に
は
境
内
の
一
部
を
寄
附
し
て
い
る
の
で
、
明
正
寺
の
す
ぐ
隣
に
御
茶
屋
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
明
正
寺
に
隣
接
す
る
太
養
院（
曹
洞
宗
）の
寺
伝
で
は
、
慶
長
五（
一

六
〇
〇
）
年
に
黒
田
長
政
が
筑
前
に
入
国
す
る
際
に
宿
泊
し
た
縁
で
十
石
を
寄
附

さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
そ
の
後
藩
主
の
行
館
が
建
て
ら
れ
た
時
に
太
養
院
は
現
在

地
に
移
転
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
が
寛
永
十
八
年
だ
と
考
え
ら
れ

る
。江

戸
時
代
初
期
に
お
い
て
街
道
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
宿
場
町
が
形
成
さ

四



明正寺

太養院

飯塚公民館

長

崎

街

道

れ
て
い
く
。
九
州
北
部
の
重
要
な
街
道
と
し
て
は
長
崎
か
ら
小
倉
ま
で
を
結
ぶ
長

崎
街
道
が
あ
る
。
こ
の
長
崎
街
道
の
中
で
福
岡
藩
領
内
に
置
か
れ
た
宿
場
を
筑
前

六
宿
と
称
す
る
。
南
か
ら
挙
げ
れ
ば
原
田
宿
、
山
家
宿
、
内
野
宿
、
飯
塚
宿
、
木

屋
瀬
宿
、
黒
崎
宿
で
あ
る
。
山
家
宿
か
ら
内
野
宿
ま
で
の
間
に
は
冷
水
峠
と
呼
ば

れ
る
峻
険
な
山
道
が
あ
る
が
、
こ
の
道
は
慶
長
十
七
（
一
六
一
二
）
年
に
は
完
成

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
、
明
正
寺
住
職
が
登
城
す
る
と
き
に

福
岡
ま
で
乗
馬
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と

毎
年
正
月
に
は
武
士
以
外
に
も
各
村
か
ら
大
庄
屋
や
僧
侶
な
ど
が
御
城
に
年
始

の
挨
拶
の
た
め
に
出
向
い
て
い
る
。
そ
の
際
明
正
寺
の
住
職
は
福
岡
ま
で
乗
馬
を

許
可
さ
れ
た
と
い
う
。

毎
年
御
年
始
御
礼
其
外
御
用
ニ
付
福
岡
ニ
罷
出
候
節
は
、
乗
馬
ニ
て
往
来
仕

候
様
被
仰
付
、
馬
具
ホ
も

拝
領
仕
、
只
今
迄
所
持
仕
候

こ
れ
は
明
正
寺
第
六
世
西
了（
の
ち
了
西
）の
事
績
の
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
了
西
は
藩
主
黒
田
忠
之
が
飯
塚
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
と
き
に
は
常
に
呼
び

出
さ
れ
忠
之
の
相
手
を
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
間
柄
で
あ
っ
た
た
め
、
福
岡
ま

で
乗
馬
で
来
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
こ
れ
は
特
別
な
こ
と
の
よ
う
で
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

幕
末
頃
、
福
岡
藩
は
領
内
の
真
宗
僧
侶
に
対
し
て
攘
夷
の
備
え
と
し
て
武
芸
稽
古

を
仰
せ
つ
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
帯
刀
も
仕
候
御
宗
風
」（「
筑
前
国
諸

記
」
本
願
寺
史
料
研
究
所
蔵
）
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
田
川
郡
光
蓮
寺
文
書
（
福
岡
県
立
図
書
館
複
写
資
料
）
の
中
に
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

一
文
政
六
未
年
御
末
寺
乗
馬
帯
刀
の
儀
、
細
川
家
よ
り
御
尋
ニ
付
指
出
シ
書

付
左
の
通
り

当
山
末
派
の
僧
侶
乗
馬
帯
刀
の
義
は
平
日
如
法
衣
躰
着
用
の
儀
勿
論
ニ
候
得

は
、
非
常
亦
は
旅
行
等
節
は
古
来
よ
り
衣
用
致
候
義
、
右
は
慶
長
年
中
奥
州

会
津
御
征
伐
の
砌
、
当
方
教
如
御
門
跡
下
向
被
有
之
、
下
野
国
御
馬
□
馬
具

（図1）明正寺隣の公民館
の敷地にある御茶
屋跡碑

（図2）明正寺周辺略図
（◎＝御茶屋跡碑）
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御
拝
領
被
有
之
、
其
節
随
従
の
僧
侶
帯
刀
或
ハ
乗
馬
衣
用
致
候
例
相
残
り
候

義
ニ
御
座
候

以
上
の
よ
う
に
真
宗
の
僧
侶
が
帯
刀
し
た
り
、
乗
馬
し
た
り
す
る
こ
と
は
江
戸
初

期
よ
り
な
か
ば
公
認
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
、
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
寺
院
に
関
す
る
法
度

明
正
寺
文
書
の
中
で
、「
諸
宗
寺
院
下
知
状
」「
諸
宗
寺
院
法
度
」「
諸
寺
院
条

目
」「
宗
門
檀
那
請
合
の
掟
」
と
い
う
江
戸
幕
府
に
よ
る
寺
院
統
制
に
か
か
わ
る

通
達
の
写
し
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
筑
前
に
お
い
て
の
様
子
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
諸
宗
寺
院
法
度
」
と
「
諸
宗
寺
院
下
知
状
」
は
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
に

出
さ
れ
て
い
る
。「
諸
宗
寺
院
下
知
状
」
の
中
で
真
宗
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、

最
後
の
項
目
に
「
寺
院
坊
舎
に
女
人
こ
れ
を
か
か
え
お
く
べ
か
ら
ず
、
但
有
来
妻

帯
は
格
別
た
る
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
の
但
し
書
き
に
つ
い
て
は
真
宗
の
妻
帯
を
認

め
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
来
僧
侶
の
妻
帯
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
真
宗
と
山
伏
は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。

「
宗
門
檀
那
請
合
の
掟
」（
以
下
「
掟
」）
は
明
正
寺
記
録
で
は
「
家
康
公
宗
門

拾
五
條
」と
表
記
さ
れ
て
い
る
。永
照
寺
記
録
の
写
し
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
、

永
照
寺
か
ら
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の「
掟
」は
慶
長
十
八（
一
六
一
三
）

年
に
家
康
よ
り
出
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
成
立
は
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
前
後
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
掟
」
は
『
徳
川
禁
令
考
』
で
は
正
式
な
法
令
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
掟
」
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
。『
唐
津
市
史
』
に
は
宗

門
改
め
に
際
し
て
寺
社
方
手
代
が
こ
の
掟
書
き
を
読
み
上
げ
て
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
福
岡
藩
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

ま
た
、
本
願
寺
教
団
は
こ
の
「
掟
」
を
利
用
し
、
積
極
的
に
門
信
徒
と
し
て
の

義
務
・
心
得
を
説
い
た
、
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。（「
掟
」に
つ
い
て
は
南
郷
晃
子
・

「
宗
門
檀
那
請
合
之
掟
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
・
鶴
山
叢
書
に
よ
っ
た
）

六
、
宗
門
改
め

「
切
支
丹
宗
門
重
畳
御
改
ニ
付
書
物
の
事
」
は
い
わ
ゆ
る
宗
門
改
め
に
つ
い
て

の
福
岡
藩
か
ら
の
通
達
で
あ
る
。
寺
院
の
住
職
家
族
に
つ
い
て
の
「
秋
改
」
を
提

出
す
る
場
合
の
案
文
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）
年
の

島
原
の
乱
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
は
強
化
さ
れ
、幕
府
は
寛
永
十
七（
一

六
四
〇
）
年
に
宗
門
改
役
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
後
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年

に
は
老
中
が
各
藩
に
対
し
て
宗
門
改
役
を
設
置
す
る
よ
う
に
と
の
達
し
が
出
さ

れ
、
福
岡
藩
に
お
い
て
は
寛
文
五
年
に
宗
旨
奉
行
が
お
か
れ
、
宗
門
改
め
（
宗
旨

改
め
）
が
始
め
ら
れ
た
。
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
に
西
本
願
寺
か
ら
福
岡
藩
に

宛
て
た
文
書
の
中
に
「
切
支
丹
奉
行
」
と
記
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
福
岡
藩
に

お
い
て
の
宗
旨
改
め
は
春
と
秋
の
二
回
行
わ
れ
て
い
る
。
踏
み
絵
で
は
な
く
誓
詞

に
血
判
を
押
す
や
り
方
で
あ
っ
た
。（『
福
間
町
史
』
よ
り
）（
解
説

鷺
山
）
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明
正
寺
史
料
翻
刻

（
表
紙
）

「
和
光
山
明
正
寺
記
録
」

松
源
院
〈
天
台
／
□
百
石
〉

源
光
院
〈
天
台
／
御
位
牌
掛
〉

少
林
寺
〈
浄
土
鎮
西
／
天
下
御
位
牌
〉
崇
福
寺
〈
禅
〉

東
長
寺
〈
真
言
／
院
家
〉

聖
福
寺
〈
禅
〉

崇
天
寺
〈
禅
〉

吉
祥
院
〈
真
言
／
宮
掛
〉

西
光
寺
〈
同
／
宮
掛
〉

大
崇
寺
〈
同
／
御
祈
念
処
〉

箱
崎

同

座
主
坊

誕
生
寺

鳥
飼
宮
掛

感
応
院

穂
波
郡
飯
塚
宿
真
宗
明
正
寺
由
緒

如
水
様
御
逝
去
被
為
遊
候
節
、御
国
中
寺

御
諷
経
、松
原
山
崇
福
寺
に
罷
出
候
節
、

長
政
様
被
為
於
同
寺
に
被
仰
出
候
は
、
真
宗
東
派
の
諷
経
は
御
請
不
被
為
遊
候

間
、
西
え
改
派
仕
候
様
、
御
意
被
遊
候
条
、
当
寺
并
万
行
寺
、
光
明
寺
、
掾
先

に
罷
出
、即
席
西
派
え
相
改
可
申
由
申
上
候
得
は
、御
機
嫌
に
御
叶
被
遊
候
て
、

御
諷
経
相
勤
申
候
、
其
後
長
政
様
よ
り

西
御
門
跡
に
御
掛
合
被
遊
、
改
派
の

儀
、
首
尾
好
相
調
、

西
本
願
寺
被
仰
付
候
、
長
政
様
江
戸
御
参
勤
の
節
、
於

伏
見
、
西
御
門
跡
様
准
如
上
人
よ
り
、
右
に
付
、
御
礼
書
両
通
被
遊
候
、
依
之
、

長
政
様
よ
り
為
後
代
と
御
座
候
て
、
岩
崎
平
兵
衛
殿
え
被
為

仰
付
御
添
簡
有

之
、
当
寺
拝
領
仕
、
于
今
致
所
持
候
、
此
節
本
書
写
共
指
上
候

一
当
宿
御
茶
屋
の
儀
、
先
年
は
明
正
寺
境
内
に
御
座
候
処
、
支
配
被
仰
付
候
、
其

節
当
宿
御
通
路
の
御
大
名
様
方
、
御
懇
意
被
仰
付
候
、
別
て
有
馬
玄
番
様
久
留

米
御
城
に
御
召
寄
、
御
饗
応
の
上
に
て
御
家
御
伝
被
成
候
迚
唐
椀
拾
人
前
拝
領

被
仰
付
、
于
今
所
持
仕
候
、
其
後
寛
永
十
八
年
六
月
二
日
、
只
今
の
御
茶
屋
所

新
に
御
建
被
成
、
以
前
の
通
支
配
仕
候
様
、
大
音
安
大
夫
殿
よ
り
被
仰
付
候
御

状
所
持
仕
候
、
右
本
書
写
共
に
指
上
候
、
尤
其
節
御
扶
持
方
も
、
拝
領
被
仰
付

候
、
右
に
付
大
音
安
大
夫
殿
よ
り
の
御
手
紙
証
拠
所
持
仕
候
、
虫
付
相
成
り
文

字
分
り
兼
候
得
共
其
儘
指
上
候
、
時
枝
何
左
衛
門
殿
よ
り
月
渡
の
御
扶
持
相
渡

候
様
、
大
野
九
郎
大
衛
門
殿
よ
り
の
証
拠
有
之
、
于
今
所
持
仕
居
申
候
、
右
本

書
写
共
指
上
申
候
、
御
扶
持
の
儀
は
花
田
弥
平
次
殿
え
御
茶
屋
引
渡
申
候
、
已

後
は
被
召
上
候

一
御
茶
屋
御
預
ヶ
の
御
家
数
諸
道
具
請
取
帳
面
壱
冊
指
上
申
候
、
其
後
御
代
官
花

田
弥
平
治
殿
え
引
渡
候
様
被
仰
付
候
間
、
御
同
人
御
支
配
に
相
成
候
、
尤
其
節

引
渡
の
帳
面
壱
冊
所
持
仕
居
候
に
付
指
上
申
候
、
其
外
御
茶
屋
の
目
録
余
分
所

持
仕
候
得
共
、
虫
付
□
相
成
指
上
不
申
候

一
当
寺
院
内
三
間
に
九
間
、
貞
享
四
年
卯
三
月
、
御
馬
屋
御
建
被
成
候
に
付
、
篠

原
喜
大
夫
殿
御
指
図
に
付
地
床
指
上
申
候

一
当
寺
五
世
之
寺
務
西
了
、
忠
之
様
格
別
の
御
懇
意
被
仰
付
、
御
茶
屋
御
成
被
為

遊
、
御
滞
座
の
間
は
御
傍
近
被
召
寄
、
蒙
御
意
候
、
西
了
と
申
名
は
荷
宰
領
抔

と
申
候
て
称
へ
悪
敷
候
、
了
西
と
上
下
に
相
改
候
様
被
仰
付
候
、
其
後
了
西
と

申
候

一
毎
年
御
年
始
御
礼
其
外
御
用
に
付
、
福
岡
に
罷
出
候
節
は
、
乗
馬
に
て
往
来
仕

候
様
被
仰
付
、
馬
具
等
も
拝
領
仕
、
只
今
迄
所
持
仕
候
〈
鞍
ハ
寛
永
十
五
年
九
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月
日
、
播
磨
東
条
大
西
昇
母
と
銘
御
座
候
、
轡
鐙
は
相
分
不
申
候
〉、
重
畳
奉

蒙
御
懇
意
を
候
間
、御
逝
去
の
後
、当
寺
本
堂
御
位
牌
建
、毎
月
読
経
相
勤
候
、

右
由
緒
御
座
候
、
代

年
頭
の
御
礼
申
上
儀
御
座
候

明
正
寺
由
緒
に
付
書
簡
并
証
拠
物
帳
面
の
写
、
本
書
相
添
指
上
る

長
政
様
え
御
本
門
跡
准
如
上
人
よ
り
御
書
簡
、

（
洛
）

（
重
）

御
上
落
の
由
珍
□
に
存
候
、
尤
以
参
可
申
入
候
得
共
、
先
以
使
札
申
候
、
先
以

今
度
は
御
分
国
坊
主
の
儀
、
厳
重
被
仰
付
候
段
、
誠
に
芳
恵
の
至
難
申
謝
候
、

何
様
令
参
御
礼
等
可
申
伸
候
、
尚
下
間
宰
相
申
含
候
間
不
能
委
細
候
、
恐
惶
謹

言

本
門

光
照
判

六
月
晦
日

黒
筑
前
守
殿

右
一
通

尚

外
聞
実
儀
悦
然
無
極
候
、
如
何
様
令
参
可
申
述
候
已
上

御
国
本
坊
主
の
儀
に
付
、
昨
日
以
宰
相
申
入
候
処
、
如
最
前
被
仰
付
候
段
、
誠

以
満
足
不
過
之
、
偏
芳
恵
の
至
難
申
謝
令
存
候
、
先
為
御
礼
令
申
候
、
連
々
別

て
無
御
等
間
験
と
一
入
大
慶
、此
事
に
委
細
段
は
宰
相
申
含
候
間
、不
能
詳
候
、

恐
々
謹
言本

門

光
照
判

七
月
十
九
日

黒
筑
前
守
殿

右
一
通

右
両
通
に
付
、
岩
崎
平
兵
衛
殿
よ
り
御
添
簡

各
手
前
の
儀
に
付
て
、
本
御
門
跡
え
従
筑
州
様
御
理
被
仰
入
即
相
済
申
上
候
通
、

筑
州
様
え
御
門
跡
よ
り
の
御
書
、
前
後
両
通
参
候
、
以
来
の
た
め
に
候
間
、
各

（
頂
か
）

え
被
遣
可
有
頭
戴
旨
被
仰
出
候
、
為
御
意
如
此
に
候
、
恐
々
謹
言

岩
崎
平
兵
衛
判

七
月
廿
二
日

明
正
寺

万
行
寺

光
明
寺右

一
通

御
茶
屋
支
配
の
儀
、
大
音
安
大
夫
殿
よ
り
被
仰
付
候
御
状
の
写

尚
々
従
茶
屋
の
儀
い
か
様
と
も
御
意
次
第
被
成
、
先

御
請
取
御
尤
に
候
、
□

し
く
申
度
候
得
と
も
、
右
の
仕
合
に
御
座
候
間
、
不
具
、
以
上

一
書
致
啓
上
候
、
此
中
は
久

滞
留
仕
御
馳
走
預
過
分
に
存
候
、
然
は
御
茶
屋
の

儀
、
早

黒
甚
太
殿
相
尋
申
候
処
、
弥
貴
様
え
御
預
被
成
候
付
、
早

相
渡
候

得
と
の
儀
に
御
座
候
間
、
左
様
御
心
得
尤
存
候
、
と
か
く
御
意
次
第
被
成
可
然

存
候
、
斉
林
え
も
可
然
様
御
心
得
頼
存
候
、
具
申
度
候
て
も
さ
ん
〳
〵
く
た
ひ

れ
申
、
の
こ
〳
〵
と
爰
元
御
出
候
は
ゝ
必

御
尋
侍
入
申
、
恐
々
謹
言

大
音
安
大
夫
判

正
月
二
日
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明
正
寺
様
□
御
中

右
一
通

御
扶
持
方
大
野
九
郎
左
衛
門
殿
よ
り
証
拠

飯
塚
明
正
寺
御
扶
持
方
可
被
相
渡
候
分
の
事

合
人
高
三
人

右
は
慶
安
三
年
正
月
昨
朔
日
よ
り
御
算
用
候
間
、
毎
月
其
元
に
て
御
渡
可
被

成
候
切
紙
御
座
候
て
、
月
〳
〵
に
は
六
ケ
敷
可
有
御
座
候
条
、
三
月
分
程
被

相
渡
此
方
に
切
紙
遣
候
は
ば
出
来
御
算
用
申
我
等
切
紙
可
進
候
、
以
上

慶
安
二
年
極
月
十
一
日

大
野
九
郎
左
衛
門
印
判

時
枝
何
右
衛
門
殿

右
証
拠
一
通

右
の
外
御
茶
屋
請
取
渡
の
帳
面
弐
冊
所
持
仕
候
間
指
上
候
、
以
上

（
マ
マ
）

穂
浪
郡
飯
塚
宿
真
宗

明
正
寺
嶺
空
判

明
和
九
年
辰
ノ
五
月
廿
六
日

右
の
通
、
寺
社
由
緒
御
尋
御
座
候
付
書
上
申
候
、
以
上

公
儀
よ
り
出
案
文
中
に
有
る

公
儀
よ
り
御
触
の
趣
控

郡
町
浦
農
工
商
共
出
国
の
節
は
、
其
者
旦
那
の
寺
院
え
宗
旨
請
合
の
証
文
相
望
候

得
は
、
是
迄
右
証
文
猥
に
指
出
来
候
と
相
聞
候
、
向
後
宗
旨
請
合
証
文
相
望
候
者

有
之
節
は
、
其
手
筋
役
人
よ
り
出
国
往
来
切
手
申
請
居
候
哉
の
儀
遂
吟
味
、
往
来

切
手
所
持
の
者
に
候
は
ば
、
宗
旨
請
合
証
文
可
指
出
候
、
右
往
来
切
手
所
持
無
之

者
に
宗
旨
請
合
証
文
指
出
置
、
追
て
於
相
顕
は
年
を
経
候
て
も
、
其
寺
院
は
勿
論

触
頭
の
寺
院
迄
、
急
度
曲
事
可
被
仰
付
候
事

右
之
赴
御
国
中
寺
院
え
触
頭
の
寺
院
よ
り
急
度
相
示
、
忽
せ
無
之
様
可
被
相
達

候
、
以
上辰

九
月

森
源
大
夫

梶
原
十
兵
衛

右
之
赴
御
心
得
被
成
、
切
手
所
持
無
之
者
に
は
宗
旨
請
合
証
文
指
出
被
申
間
敷

候
、
若
指
出
置
追
て
於
相
顕
は
、
年
を
経
候
て
も
曲
事
可
被
仰
付
候

徳
栄
寺

万
行
寺

飯
塚
村
明
正
寺

右
の
通
、
寺
別
に
御
心
得
可
有
候
、
若
往
来
切
手
所
持
無
之
者
に
宗
旨
請
合
証
文

指
出
置
、
於
後
日
相
顕
候
は
ば
、
年
を
経
候
て
も
、
曲
事
可
被
仰
付
候

明
正
寺

辰
ノ
十
二
月
十
二
日

（
マ
マ
）

穂
浪
郡
上
下
寺
々
中

覚

穂
浪
郡
飯
塚
宿
京
都
本
願
寺
直
末
真
宗
和
光
山
明
正
寺
（
墨
楕
円
印
）

一
開
基

了
鎮
、
俗
姓
は
越
前
国
杣
山
城
主
瓜
生
判
官
保
か
嫡
孫
同
姓
左
衛
門
尉

義
直
に
て
御
座
候
、
後
醍
醐
帝
足
利
尊
氏
と
確
執
の
時
、
瓜
生
判
官
友
軍
に
属

九



し
け
る
か
、
杣
山
落
城
の
後
、
判
官
か
嫡
孫
義
直
、
長
州
赤
ケ
関
伊
藤
杢
と
云

へ
る
武
士
の
家
に
□
に
住
し
、
智
音
深
し
て
彼
と
同
姓
成
り
、
瓜
生
を
改
め
て

伊
藤
氏
と
成
、
其
後
飯
塚
宿
紺
屋
町
に
参
居
住
す
、
唯
今
に
至
迄
明
正
寺
町
と

申
伝
候
、
然
に
右
了
鎮
、
因
縁
に
や
真
宗
に
帰
伏
し
、
発
心
し
て
本
願
寺
実
如

上
人
よ
り
了
鎮
と
申
法
名
を
給
り
御
直
筆
に
て
六
字
の
名
号
を
遊
し
是
又
給

る
、
仍
て
草
庵
を
建
、
右
の
六
字
の
名
号
を
本
尊
に
安
置
す
、
当
寺
開
基
仏
是

也
一
二
代

宗
祐
、
同
寺
出
生
、
一
代
委
細
相
知
不
申
候

一
三
代

明
願
、同
寺
出
生
、大
閤
九
州
発
向
の
時
天
正
十
五
年
丁
寅
五
月
七
日
、

本
願
寺
教
如
上
人
九
州
御
下
向
、
御
道
筋
故
飯
塚
駅
明
願
宅
え
御
滞
座
、
人
馬

等
迄
御
馳
走
仕
、
依
之
御
直
筆
を
以
明
正
寺
と
寺
号
被
下
、
只
今
に
至
迄
相
伝

る
一
四
代

明
善
、
同
寺
出
生
、
此
代
迄
東
派
に
て
御
座
候
、
然
処
慶
長
九
年
甲
辰

三
月
廿
日
、
如
水
様
御
逝
去
被
遊
候
付
、
嘉
麻
穂
波
両
郡
真
宗
一
流
明
正
寺
に

付
随
ひ
御
諷
経
申
上
候
時
、
長
政
様
為
御
上
意
、
東
派
の
諷
経
は
御
請
不
被
遊

候
由
、依
之
即
座
に
西
え
改
派
仕
、御
諷
経
申
上
候
処
、甚
御
機
嫌
御
叶
被
成
、

京
都
西
本
願
寺
へ
宣
御
執
成
被
為
遊
被
下
、
依
之
本
願
寺
准
如
上
人
よ
り
長
政

様
え
御
謝
礼
御
書
両
通
御
座
候
処
、
長
政
様
よ
り
為
後
代
と
御
座
候
て
御
上
意

を
以
御
家
臣
岩
崎
平
兵
衛
殿
よ
り
御
上
意
の
趣
、
御
添
簡
被
成
明
正
寺
に
御
納

有
之
、
唯
今
至
迄
拙
寺
に
所
持
仕
候
、
於
准
如
上
人
よ
り
も
明
正
寺
西
え
帰
参

の
為
御
褒
美
、
顕
如
上
人
の
御
影
を
給
り
、
是
又
只
今
に
至
迄
当
寺
相
伝
る

一
五
代

西
順
、
同
寺
出
生
、
此
代
に
お
ゐ
て
八
間
四
面
の
本
堂
建
立
、
太
守
公

よ
り
内
野
山
に
て
材
木
拝
領
、
只
今
至
迄
内
野
山
に
て
拝
領
之
松
の
伐
跡
を
諸

人
明
正
寺
松
と
申
伝
事
に
御
座
候

一
本
尊
木
佛

一
釣
鐘

右
西
順
代
に
成
就

〈
朱
年
頭
御
札
当
代
よ
り
始
〉

一
六
代

西
了
、
同
寺
出
生
、
忠
之
様
格
別
の
御
懇
意
被
仰
付
、
当
所
御
茶
屋
に

御
成
被
為
遊
御
滞
座
の
間
、
御
傍
近
く
被
召
寄
蒙
御
意
候
、
西
了
と
申
名
は
荷

宰
領
抔
と
称
へ
悪
敷
候
、
了
西
と
上
下
に
相
改
候
様
被
仰
付
候
、
其
後
了
西
申

候
、
御
用
に
付
福
岡
に
罷
出
候
節
は
乗
馬
に
て
往
来
仕
候
様
に
被
仰
付
、
拝
領

の
馬
具
等
も
只
今
迄
所
持
仕
候
、
重
畳
奉
蒙
御
懇
意
候
間
、
御
逝
去
の
後
当
寺

本
堂
に
御
位
牌
を
建
、
毎
日
読
経
相
勤
候

一
親
鸞
聖
人
御
影

一
三
朝
高
僧
真
影

一
上
宮
太
子
御
影

右
各
元
和
三
年
正
月
廿
六
日
に
上
京
御
免

一
飛
檐
官
位
昇
進

右
寛
永
十
六
年
十
一
月
十
九
日
上
京
御
免

御
館
え
罷
出
官
位
の
御
礼
申

上
不
来

〈
朱
年
始
御
礼
申
上
来
〉

一
七
代

了
貞
、
同
寺
出
生

一
大
谷
本
願
寺
親
鸞
聖
人
縁
起

一
良
如
聖
人
真
影

右
寛
文
十
一
年
五
月
三
日
上
京
御
免

一
〇



〈
朱
年
始
御
礼
申
上
来
〉

一
八
代

嶺
秀
、
同
寺
出
生

一
寂
如
上
人
御
影

右
享
保
十
一
年
九
月
十
二
日
に
上
京
御
免

一
本
門
建
立

一
一
切
経
蔵
建
立

一
鐘
楼
堂
建
立

〈
朱
享
保
二
年
五
月
廿
七
日
上
京
継
目
御
免
、
朱
年
始
御
礼
申
上
来
る
〉

一
九
代

嶺
空
、
同
寺
出
生

一
権
律
師

綸
旨
頂
戴

右
元
文
三
閏
十
一
月
十
日
上
京
御
免

一
永
代
余
間
官
位
昇
進

右
寛
保
三
年
八
月
晦
日
上
京
御
免

〈
朱
年
礼
申
上
来
〉

現
住

一
十
代

了
道
、
明
和
六
年
十
月
十
二
日
、
博
多
万
行
寺
よ
り
入
院

一
余
間
継
目

右
明
和
九
年
七
月
十
九
日
上
京
御
免

御
館
え
罷
出
御
礼
申
上
不
来

一
権
律
師

綸
旨
頂
戴

右
明
和
九
年
七
月
廿
七
日
在
京
御
免

一
寛
保
三
年
八
月
晦
日
、
余
間
官
位
昇
進
仕
候
よ
り
京
都
本
山
よ
り
格
別
の
寺

格
に
被
仰
付
候

一
御
寄
付
立
山
無
之

一
代

追
院
無
之

一
本
山
京
都
西
本
願
寺

明
正
寺
末
寺
の
覚

（
マ
マ
）

一

穂
浪
郡
小
正
村
了
専
寺

一

同
郡
幸
袋
村

無
極
寺

一

同
郡
内
野
村

正
圓
寺

一

嘉
麻
郡
川
嶋
村
正
恩
寺

一

鞍
手
郡
本
城
村
西
楽
寺

一

同
郡
脇
野
村

真
信
光
寺

一

同
郡
勝
野
村

明
楽
寺

一

同
郡
新
北
村

明
福
寺

一

早
良
郡
内
野
村
西
光
寺

に

一

同
郡
四
ヶ
村

明
法
寺

い

一

同
郡
石
釜
村

明
光
寺

〈
太
子
高
祖
斗
／
四
幅
相
済
〉

一

同
郡
同
村

光
明
寺

〈
四
幅
相
済
〉

一

同
郡
脇
山
村

萬
〈
万
〉
徳
寺

は

一

同
郡
田
村

西
念
寺

ろ

一

同
郡
重
留
村

浄
覚
寺

ほ

一

怡
土
郡
井
田
村
教
法
寺

〈
太
子
高
祖
斗
〉

一

同
郡
飯
場

真
教
寺

〆
捨
七
ヶ
寺

一
一



安
永
二
年
三
月
日

明
正
寺
判了

道
判

右
御
礼
式
の
寺
方
斗
格
別
の
御
尋
有
之
に
付
、
再
指
出
す

御
公
儀
よ
り
出
る
案
文
此
中
に
有

一
今
度
別
紙
御
書
附
の
趣
、
為
心
得
触
下
中
へ
相
示
置
候
様
被
仰
付
候
間
、
則
御

書
附
〈（
朱
）
寛
文
年
中
の
御
定
目
下
に
写
置
覚
也
〉
指
迫
申
候

一
従
御
本
山
連

被
仰
出
候
、
御
教
化
の
趣
往
生
浄
土
の
一
大
事
信
心
治
定
の
上

は
御
掟
の
通
王
法
を
本
と
仕
、
御
公
儀
の
御
法
度
を
堅
く
相
守
、
御
年
貢
諸
公

役
等
疎
略
不
仕
、
聊
の
儀
も
御
公
儀
御
苦
労
筋
に
相
成
不
申
様
に
門
徒
中
端

ま
て
急
度
相
慎
候
て
、
他
宗
・
他
門
・
諸
神
等
不
軽
蔑
、
家
内
睦
し
く
親
子
・

兄
弟
・
夫
婦
・
娵
姑
の
間
相
互
に
忠
孝
礼
儀
の
誠
を
尽
し
、
別
て
渡
世
家
業
等

出
精
を
い
た
し
、
銘

身
の
程
を
顧
み
、
過
分
不
相
応
の
儀
無
之
、
無
益
の
米

銭
費
不
申
様
、
万
端
に
付
常

倹
約
を
相
用
、
正
道
法
儀
相
続
仕
候
様
、
兼

従
御
本
山
御
教
化
の
通
り
、
各
門
徒
中
ヘ
教
化
可
有
之
事

一
面

門
徒
の
内
、
私
の
意
趣
を
以
、
先
祖
代

の
寺
を
相
背
き
、
改
宗
・
改
寺

等
を
相
願
、
却
て
御
公
辺
御
苦
労
筋
も
相
成
・
御
本
山
御
門
徒
を
相
離
不
申

様
、
常

教
示
可
有
之
候
事

一
毎
月
両
度
之
御
迨
夜
御
命
日
は
不
及
申
、
其
外
法
座
節
も
御
公
用
根
付
取
揚
の

時
節
は
勿
論
、
農
業
筋
を
心
に
か
け
惣
て
、
御
政
道
に
相
障
不
申
様
、
参
詣
勘

弁
可
仕
旨
、
兼

可
被
相
示
事
に
候
、
尤
家
業
筋
に
不
相
障
時
分
は
家
内
隣
家

申
合
宗
旨
の
法
式
為
聴
聞
可
成
慥
は
方
角
宜
敷
寺
へ
参
詣
い
た
し
、
蒙
教
化
家

内
隣
家
む
つ
ま
し
く
御
法
筋
よ
り
正
路
に
相
交
り
、
先
祖
の
名
跡
子
孫
の
養

育
、
万
事
心
の
及
相
慎
申
候
様
、
銘

之
門
徒
中
へ
可
有
教
化
候
、
於
若
法
義

心
得
違
の
輩
も
有
之
候
、
一
宗
旨
の
本
意
を
失
ひ
、
御
公
辺
御
苦
労
筋
に
相
成

可
申
赴
と
従
御
本
山
も
兼

御
示
有
之
事
に
候
間
、
無
漸
無
愧
に
無
之
様
諸
事

相
慎
、
別
て
工
事
口
論
訴
訟
喧
嘩
等
を
相
企
、
御
公
辺
御
苦
労
相
成
不
申
様
、

御
法
義
筋
を
以
相
慎
、
総
て
人
間
仁
義
の
道
に
相
背
不
申
様
、
常

真
実
に
門

徒
中
へ
可
有
教
化
候
、
勿
論
正
道
に
可
致
勧
誡
義
も
当
分
の
所
得
に
迷
ひ
不
正

道
の
義
抔
毛
頭
無
之
様
、
御
心
得
可
有
之
候
事

一
面

門
徒
の
内
心
得
違
の
輩
も
有
之
、
他
郷
罷
越
法
義
相
続
と
号
し
俗
輩
斗
打

寄
候
て
時
刻
移
し
銘

家
業
の
暇
を
費
し
申
義
等
無
之
様
、
連

被
仰
出
候
通

（
粗
ヵ
）

り
堅
く
相
守
、
法
義
法
続
可
有
之
候
、
万
一
心
得
違
の
輩
も
有
之
、
御
公
辺
御

苦
労
筋
に
相
成
候
事
も
可
有
之
趣
と
毎

従
御
本
山
御
使
僧
御
指
下
し
御
教
誡

有
之
事
に
候
へ
ば
、
御
公
辺
御
本
山
の
御
苦
労
に
相
成
不
申
様
、
御
国
恩
を
大

切
に
奉
存
、
御
政
事
堅
相
守
、
御
本
山
御
条
目
に
違
背
無
之
様
、
常

門
徒
中

へ
教
化
可
有
之
事

右
之
条
目
兼
て
各
中
御
心
得
有
之
事
候
、
此
度
別
紙
御
書
附
相
廻
し
候
に
付
、

又

御
本
山
御
掟
の
趣
粗
申
聞
候
、
各
此
節
御
書
附
趣
承
知
の
上
、
寺
別
御
請
印

形
可
被
指
上
候
、
已
上

安
永
元
年
辰
十
二
月
廿
二
日万

行
寺

上
京

徳
栄
寺

右
別
紙
御
書
附
、
尚
又
連

御
本
山
御
教
化
の
趣
被
仰
聞
承
知
仕
候
、
勿
論
門

徒
中
教
化
筋
、
麁
抹
仕
間
敷
候
、
仍
て
御
請
印
形
指
上
申
候
、
已
上

裏
粕
屋
郡
触
次
西
光
寺

一
二



宗
像
郡

遠
賀
郡

〃

鞍
手
郡

〃

穂
波
郡

〃

嘉
麻
郡

〃

表
粕
屋
郡

〃

惣
法
中

〈
次
上
に
三
ヶ
寺
よ
り
申
触
候
別
御
書
付
と
云
も
の
此
の
御
條
法
也
、
安
永
元
年

辰
の
十
二
月
の
触
（
朱
）〉

條
々

一
僧
侶
の
衣
躰
、
応
其
分
際
可
着
之
、
并
仏
事
作
善
の
儀
、
或
檀
那
雖
望
之
、
相

応
軽
可
仕
事

（
ハ
カ
ラ
ヒ
）

一
檀
方
建
立
由
緒
有
之
候
寺
院
住
職
の
儀
は
、
為
其
旦
那
斗
也
、
尤
従
本
寺
遂
相

談
、
可
任
其
意
事

一
以
金
銀
不
可
致
後
住
之
契
約
事

一
借
在
家
構
仏
檀
不
可
求
利
用
事

一
他
人
は
勿
論
、
親
類
の
好
雖
有
之
、
寺
院
坊
舎
え
女
人
不
可
抱
置
之
、
但
数
年

来
妻
帯
は
可
為
格
別
事

右
條
々
可
相
守
之
、
若
於
違
犯
は
、
随
科
軽
重
可
有
御
沙
汰
の
旨
、
依
仰
執
達
、

如
件

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

大
和
守

美
濃
守

豊
後
守

雅
楽
守

定

一
諸
宗
法
式
不
可
相
乱
、
若
不
行
儀
の
輩
於
有
之
は
、
急
度
可
及
沙
汰
事

一
不
存
一
宗
法
式
の
僧
侶
、
不
可
為
寺
院
住
持
事

附
立
新
儀
不
可
説
奇
怪
の
法
事

一
本
末
の
規
式
不
可
乱
之
、
縦
雖
為
本
寺
、
対
末
寺
不
可
有
理
不
尽
の
沙
汰
事

一
檀
越
の
輩
、
雖
為
何
寺
、
任
其
意
、
従
僧
侶
方
、
不
可
相
争
事

一
結
徒
党
、
企
闘
諍
、
不
似
合
事
業
不
可
仕
事

一
背
国
法
輩
到
来
の
節
、
於
有
其
届
は
無
異
儀
可
返
之
事

一
寺
院
仏
閣
修
復
の
時
、
不
可
及
美
麗
事

附
仏
閣
無
懈
怠
掃
除
可
申
付
事

一
寺
領
一
切
不
可
売
買
之
、
并
不
可
入
于
質
物
事

一
無
由
緒
は
、
雖
有
弟
子
望
、
猥
不
可
令
出
家
之
、
若
不
據
子
細
於
有
之
は
、
其

所
の
領
主
代
官
相
断
可
任
其
意
事

右
條
々
、
諸
宗
共
堅
守
之
、
此
外
先
判
の
條
数
、
弥
不
可
相
背
之
、
若
於
違
犯
は
、

随
科
軽
重
可
沙
汰
之
、
猶
載
下
知
状
者
也

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

覚

一
諸
宗
説
法
の
儀
、
相
極
た
る
盆
彼
岸
或
は
月
並
祖
師
年
回
等
に
、
地
僧
の
相
勤

に
は
唯
今
の
通
窺
に
不
及
候
、
極
た
る
説
法
に
て
も
旅
僧
説
法
講
談
の
節
は
窺

有
之
筈
に
て
、
地
僧
た
り
共
所
化
談
儀
亦
は
遠
所
の
出
家
を
招
催
説
法
有
之
節

一
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も
、
向
後
窺
無
之
て
は
不
相
成
筈
に
候
条
、
可
被
得
其
旨
事

辰
ノ
十
月

一
筆
申
触
候
、
然
は
今
度
従
御
公
儀
如
斯
御
書
出
を
以
被
仰
渡
候
、
其
郡
内
住
僧

勤
の
儀
は
格
別
他
郡
の
出
家
余
郡
に
て
法
座
被
相
勤
儀
不
罷
成
候
、
尤
先
年
よ

り
願
有
之
出
郡
被
致
候
寺
え
廻
郡
証
拠
相
出
申
候
、
此
節
手
前
共
了
簡
に
て
証

拠
相
出
申
儀
難
成
儀
に
候
、
願
の
品
に
よ
り
公
辺
え
申
出
、
奉
行
衆
よ
り
指
図

次
第
に
手
前
共
方
よ
り
廻
郡
証
拠
出
し
申
様
に
相
究
候
間
、
出
郡
の
出
家
有
之

節
、
証
文
相
見
届
其
上
に
て
法
座
相
勤
申
様
に
可
被
致
候
、
出
郡
証
拠
の
文
言

前
紙
と
相
違
申
儀
に
候
間
、
其
心
得
可
有
候
、
其
上
年
忌
等
の
勤
修
行
の
節
、

た
と
ひ
役
僧
た
り
共
、
一
七
日
と
相
重
り
候
は
、
其
通
手
前
共
方
え
相
断
指
図

次
第
に
可
被
仕
候
、
自
然
手
前
共
方
え
相
届
不
申
候
て
、
郡
内
の
出
家
た
り
共

届
無
之
相
勤
さ
せ
候
衆
有
之
候
は
ば
、
早
速
遂
詮
議
越
度
可
申
付
候
、
其
上
旅

僧
往
来
切
手
無
之
者
は
、
一
宿
も
致
さ
せ
間
敷
事

一
郡
内
よ
り
他
国
え
往
来
切
手
無
之
逗
留
致
し
候
て
、
法
座
致
し
出
家
有
之
様
に

承
申
候
、
触
口
寺
よ
り
急
度
詮
儀
可
被
致
候
、
若
ゆ
る
が
せ
に
致
候
て
、
手
前

共
方
え
相
聞
へ
候
へ
候
は
ば
、
触
口
寺
越
度
可
為
候
、
右
の
通
各
郡
内
一
派
中

え
も
御
触
渡
可
有
候
、
為
其
御
書
出
し
写
相
廻
し
申
候
、
尤
寺
号
下
に
印
形
有

之
、
先
に
御
廻
し
可
有
之
候
、
已
上

辰
ノ
十
一
月

万
行
寺

徳
栄
寺

光
専
寺

穂
波
郡
飯
塚
明
正
寺

一
左
の
御
定
書
は
、
銘

被
写
取
候
様
に
可
被
相
触
候
、
已
上

六
月
二
十
二
日

光
専
寺
判

万
行
寺
判

徳
栄
寺
判

郡
々
の
觸
口
衆
中

定

一
横
死
人
有
之
節
、
結
縁
証
拠
の
儀
、
兼
て
被
仰
付
置
候
通
、
今
以
念
を
入
猥
に

無
之
様
可
被
相
心
得
候
、
横
死
の
内
雷
に
打
れ
、
或
水
に
溺
、
落
馬
木
石
に
打

れ
、
其
身
怪
我
に
て
死
候
類
、
結
縁
証
拠
及
不
申
候
、
取
納
置
、
其
横
死
の
次

第
、
并
何
某
の
寺
え
取
納
候
通
、
御
町
は
御
町
奉
行
、
御
浦
は
御
奉
行
、
御
郡

は
御
郡
奉
行
よ
り
各
間
え
逐
て
被
相
届
筈
に
被
仰
付
候
、
右
等
の
横
死
の
内
た

り
共
、
誠
の
怪
我
は
無
之
、
自
然
は
工
み
た
る
筋
、
少
も
怪
き
躰
候
は
ば
御
詮

儀
有
之
儀
候
条
、
相
済
候
已
後
、
次
第
有
之
分
は
、
各
え
申
来
、
結
縁
証
拠
被

指
出
筈
に
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、
已
上

酉
の
六
月

竹
中
久
左
衛
門
殿

櫛
橋
佐
大
夫
殿

右
は
御
月
番
正
大
夫
殿
よ
り
御
渡
候
御
書
付

一
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往
来
記
文

一
僧
嶺
道
壱
人
、
右
真
宗
拙
寺
弟
子
の
儀
紛
無
之
、
此
度
為
遊
学
筑
前
飯
塚
明
正

寺
え
遣
置
候
、
何
時
も
此
僧
に
付
て
拙
僧
可
存
候
、
仍
て
為
後
日
証
文
如
件

豊
前
小
倉

永
照
寺
判

明
和
九
辰
年
十
一
月
日

御
役
人
衆
中

一
若
病
気
に
て
年
頭
御
礼
に
罷
出
候
儀
不
相
叶
候
は
ば
、
前
年
極
月
十
日
位
に
役

寺
へ
指
出
可
申
事

口
上
之
覚

一
拙
僧
儀
痛
に
付
□
□
、
御
館
御
礼
に
罷
出
不
申
候
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

穂
波
郡
飯
塚
宿
明
正
寺
印
判

正
月

年
番
之
寺
一
ヶ
寺
に
当（

龍
）

一
越
後
国
田
上
村
曹
洞
宗
東
流
寺
、
同
国
本
城
村
日
蓮
宗
の
檀
林
本
城
寺
と
離
旦

出
入
の
儀
に
付
、
去
る
九
月
四
日
、
於
御
評
定
所
に
黒
田
豊
前
守
殿
被
仰
渡
候

趣
如
左

一
御
府
内
の
儀
、
宗
旨
思
寄
候
処
に
有
之
候
得
共
、
遠
国
の
儀
は
格
別
に
候
、
譬

旦
那
百
人
在
之
処
、
離
旦
致
度
と
申
候
て
、
某
は
真
言
宗
に
帰
依
し
、
某
は
日

蓮
宗
に
帰
依
と
申
候
て
、
段
々
離
旦
減
少
の
時
は
其
寺
不
相
立
候
間
、
何
方
迄

願
出
候
共
離
旦
の
儀
不
相
許
候
段
、
相
心
得
可
申
候

寺
社
御
奉
行

黒
田
豊
前
守
殿

井
上
河
内
守
殿

土
岐
丹
後
守
殿

小
土
信
濃
守
殿

御
勘
定
御
奉
行

久
松
大
和
守
殿

稲
生
下
野
守
殿

筧
播
磨
守
殿

町
御
奉
行

大
岡
越
後
守
殿

諏
訪
美
濃
守
殿

右
の
通
於
御
列
席
被
仰
渡
候
也

一
元
文
四
年
已
前
未
の
年
、
甲
州
日
蓮
宗
の
檀
林
妙
龍
寺
等
の
三
ケ
寺
と
真
言
宗

の
寺
院
と
并
曹
洞
宗
初
嶋
寺
曹
源
院
等
一
同
に
離
旦
出
入
、
於
寺
社
御
奉
行

処
、
被
仰
渡
趣
如
左

一
寛
文
年
中
の
御
条
目

宗
旨
の
儀
は
旦
那
の
心
に
ま
か
せ
と
有
之
候
故
、
離
旦

（
国
）

は
旦
方
の
心
ま
か
せ
の
処
に
日
蓮
宗
よ
り
雖
申
立
、
右
御
条
目
の
諸
□
諸
宗
旦

那
相
極
最
初
之
掟
也
、
於
只
今
は
年
□
致
宗
旨
改
候
手
形
文
言
に
代
々
何
宗
と

（
歴
）

有
之
、
先
祖
の
宗
旨
を
堅
可
相
守
事
は
暦
然
也
、
若
我
俄
に
離
旦
改
宗
申
に
於

い
て
は
、
宗
旨
手
形
に
も
今
年
は
日
蓮
宗
今
年
は
又
何
宗
と
相
記
候
て
指
上
候

へ
し
、
却
て
御
公
儀
を
掠
候
哉
、
理
不
尽
成
る
離
旦
堅
不
相
許
候
、
若
国
替
縁

付
等
の
類
は
可
為
格
別
と
被
仰
渡
候

一
近
年
但
馬
国
高
野
寺
真
言
宗
と
離
旦
出
入
有
之
候
処
、
四
年
已
前
未
の
年
、
三

州
長
圓
寺
末
寺
補
陀
寺
と
離
旦
争
論
の
儀
有
之
処
、
右
同
様
の
品
に
被
仰
渡
、

早
速
本
の
寺
旦
那
に
御
引
戻
し
被
仰
付
候
也

一
五



寛
保
二
壬
戌
年
三
月

町
奉
行
え

宗
旨
帳
面
の
儀
に
付
、
従
公
儀
被
仰
出
候
別
紙
御
書
付
の
写
相
達
候
、
右
帳
面
仕

立
方
御
書
出
の
趣
、
委
敷
示
置
寺
院
両
市
中
共
に
年
々
指
出
無
之
様
、
可
被
相
達

候

九
月

大
目
付
え

諸
国
宗
門
改
帳
の
儀
、
当
年
迄
は
諸
国
一
統
に
相
認
指
出
候
得
共
、
来
年
よ
り
は

一
宗
限
一
冊
宛
に
致
、
尤
宗
号
其
外
新
規
の
儀
不
致
、
是
迄
の
通
相
替
無
之
様
、

相
認
可
被
指
出
候

右
の
趣
、
御
料
は
御
代
官
領
主
地
頭
に
て
も
入
念
可
相
改
候
、
尤
承
合
候
儀
も
有

之
候
は
ば
、
牧
野
越
中
守
方
へ
可
被
承
合
候

十
二
月

右
の
通
可
被
相
触
候

右
御
触
の
趣
、
被
得
其
意
、
触
下
寺
院
え
も
可
被
相
触
候
、
以
上

十
月

古
田
与
八

森
源
太
夫

右
の
御
触
安
永
六
〈
酉
年
十
一
月
〉
に
参
申
候

家
康
公
宗
門
拾
五
條
〈
是
ハ
永
照
寺
記
録
の
写
〉

一
切
支
丹
の
法
は
死
を
不
顧
、
入
火
も
不
焼
、
入
水
も
不
溺
、
身
よ
り
血
を
出
し

て
死
を
成
す
を
成
仏
と
立
る
ゆ
へ
に
、天
下
の
法
度
厳
密
也
、実
に
邪
法
な
り
、

依
之
死
を
軽
ふ
す
る
者
可
遂
吟
味
事

モ
ト
ヅ

一
切
支
丹
え
元
く
者
は
、
韃
靼
国
よ
り
毎
日
金
七
厘
与
ヘ
、
天
下
を
切
支
丹
に
な

し
、
神
国
を
妨
る
邪
法
な
り
、
此
宗
に
元
付
者
は
、
釈
迦
の
法
を
不
用
、
故
に

旦
那
寺
え
旦
役
を
妨
、
仏
法
の
建
立
を
嫌
ふ
、
依
之
可
遂
吟
味
事

一
頭
旦
那
な
り
共
、
其
宗
門
の
祖
師
忌
、
盆
彼
岸
、
先
祖
の
命
日
を
絶
て
参
詣
不

仕
者
を
は
判
形
を
引
、
宗
旨
改
所
へ
断
、
急
度
可
遂
吟
味
事

一
切
支
丹
、
不
受
不
施
の
者
、
先
祖
の
年
忌
、
僧
の
弔
を
不
受
、
当
寺
宗
門
寺
え

一
通
り
を
述
、内
証
に
て
偽
人
を
打
寄
、弔
僧
の
来
る
時
は
不
興
に
し
て
不
用
、

仍
之
可
遂
吟
味
事

一
旦
那
役
を
不
勤
、
尓
も
我
意
に
任
せ
て
宗
門
受
合
の
住
持
人
を
不
用
、
宗
門
寺

の
用
事
を
身
上
相
応
に
不
勤
、
内
心
邪
法
を
抱
た
る
不
受
不
施
と
立
る
可
相
心

得
事

一
不
受
不
施
の
法
は
、
何
に
て
も
宗
門
寺
よ
り
申
事
を
不
受
、
宗
門
の
祖
師
本
尊

の
寺
用
に
不
施
、
猶
又
他
宗
の
志
を
不
受
不
施
、
是
邪
法
な
り
、
人
間
は
天
の

恩
を
受
て
地
に
施
し
、親
の
恩
を
受
て
子
に
施
し
、仏
の
恩
を
受
て
僧
に
施
す
、

是
そ
正
法
也
、
依
之
可
遂
吟
味
事

一
切
支
丹
、
非
田
宗
、
不
受
不
施
の
三
宗
共
に
一
派
也
、
彼
尊
む
所
の
本
尊
は
牛

頭
切
支
丹
仏
と
云
ふ〈
大
丁
仏
と
も
云
ふ
〉、
故
に
丁
頭
大
う
す
と
名
乗
な
り
、

此
仏
を
頼
奉
て
鏡
を
見
れ
ば
仏
面
と
見
へ
、
宗
旨
を
軽
ず
れ
は
犬
と
見
ゆ
、
是

邪
法
鏡
な
り
、一
度
此
鏡
を
見
た
る
も
の
は
、深
く
牛
頭
切
支
丁
仏
を
信
仰
し
、

日
本
を
魔
国
と
な
す
、
雖
然
宗
門
吟
味
の
神
国
な
る
ゆ
へ
一
通
宗
門
寺
に
元

付
、
今
日
人
交
し
て
内
心
不
受
不
施
に
て
、
宗
門
寺
に
不
出
入
、
依
之
可
吟
味

一
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事
一
親
代
々
よ
り
宗
門
に
元
付
き
、
八
家
九
宗
の
内
何
宗
に
紛
無
之
共
、
其
子
如
何

な
る
勤
に
よ
り
、
心
底
邪
法
に
組
し
居
し
を
も
不
知
故
、
宗
門
寺
よ
り
此
段
可

遂
吟
味
事

一
仏
法
を
勧
修
し
講
経
を
な
し
て
参
詣
を
致
さ
せ
、
旦
那
役
を
以
て
夫
々
の
寺
仏

閣
修
理
建
立
勤
め
さ
す
べ
し
、
邪
法
邪
宗
の
者
は
寺
の
事
一
切
せ
ず
、
世
間
交

り
一
通
に
て
内
心
に
は
仏
法
を
破
り
、
僧
の
勧
を
不
用
、
可
遂
吟
味
事

一
死
後
死
骸
に
頭
刀
を
与
へ
戒
名
を
授
申
事
、
是
は
宗
門
寺
の
住
持
被
相
見
届
、

邪
法
に
て
無
之
段
慥
に
合
点
の
上
可
致
引
導
、
能
々
可
遂
吟
味
事

一
宗
門
寺
を
指
置
、
外
寺
の
僧
を
頼
弔
其
宗
門
寺
の
住
持
人
を
退
申
事
、
別
て
□

致
詮
議
、
邪
宗
正
法
可
遂
吟
味
事

一
天
下
一
統
正
法
に
紛
無
之
者
に
は
頭
刀
を
加
へ
宗
門
受
合
可
申
候
、
武
士
は
其

寺
の
受
状
請
印
を
加
へ
差
上
、
其
上
血
判
難
成
者
に
は
、
請
人
受
合
を
以
て
證

文
可
指
出
事

一
先
祖
の
仏
事
、
歩
行
達
者
な
る
は
参
詣
不
仕
、
無
沙
汰
に
修
行
申
者
、
可
遂
吟

味
事
、
其
者
の
持
仏
堂
、
備
へ
物
、
能
々
見
届
け
、
邪
法
正
法
可
吟
味
事

一
先
祖
の
仏
事
他
寺
え
致
持
参
法
事
勤
申
は
堅
く
禁
制
、
雖
尓
他
国
に
て
死
去
せ

し
む
る
時
は
格
別
の
事
、
克
々
可
遂
吟
味
事

一
相
果
候
時
は
一
切
宗
門
寺
の
指
図
を
承
り
取
引
可
申
事

一
天
下
の
敵
万
民
の
怨
は
切
支
丹
、
不
受
不
施
、
非
田
宗
也
、
馬
転
連
の
類
相
果

候
節
は
、
寺
社
役
所
へ
相
断
、
検
者
を
受
て
宗
門
寺
の
住
持
弔
可
申
候
、
改
所

へ
不
届
弔
申
時
は
、
其
僧
の
落
度
能
々
可
遂
吟
味
事
、
猶
又
横
様
無
体
に
旦
那

役
等
若
は
分
限
不
相
応
の
儀
は
、
宗
門
寺
よ
り
用
捨
可
有
之
候
事
、
信
心
を
以

て
仏
を
尊
て
王
法
を
敬
ふ
は
正
法
也

右
十
五
條
の
趣
一
も
於
相
背
は
、
上
は
梵
天
、
帝
釈
、
四
大
天
王
、
五
道
の
冥
官
、

日
本
伊
勢
、
天
照
大
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
、
春
日
大
明
神
、
其
外
武
神
、
日
本
六

十
余
州
の
可
蒙
神
罰
也

慶
長
十
八
年
癸
丑
五
月
日

天
下
の
寺
院
宗
門
請
合
の
面
々
、
此
内
一
條
も
相
欠
候
て
は
越
度
に
可
被
仰
付

候
、
能
々
可
相
守
者
也

奉
行

日
本
諸
寺
院
役
寺

貞
享
四
年
卯
十
月
綱
吉
公
御
時
代
十
三
ヶ
條
の
内
第
九
の
條
目
に
云

一
殿
堂
建
立
等
は
不
申
に
及
、
修
覆
等
の
儀
、
住
僧
微
力
に
て
及
破
却
候
節
は
、

旦
那
の
者
、分
限
相
応
の
割
府
に
て
、加
修
理
不
及
大
破
様
に
急
度
可
為
守
護
、

其
砌
少
も
及
違
犯
有
之
其
趣
、
其
国
の
寺
社
役
所
へ
急
度
可
申
出
事

第
十

（
成
カ
）

一
住
持
官
位
の
儀
、
依
為
宗
旨
の
印
証
、
旦
那
の
者
可
請
助
情
勧
化
、
其
外
諸
本

山
諸
勧
化
等
、
其
分
限
次
第
に
可
申
事

一
住
持
困
窮
に
付
、
旦
那
助
成
被
預
度
候
は
ば
、
双
方
相
対
を
以
可
相
頼
、
及
違

犯
共
役
所
の
不
及
載
断
、
不
心
得
の
者
無
理
に
申
付
候
は
ば
、
其
住
僧
可
為
越

度
事

一
寛
文
年
中
御
條
目
に
も
被
仰
出
候
通
、旦
那
の
者
病
死
の
砌
、怪
敷
躰
は
勿
論
、

悪
名
の
聞
へ
等
有
之
は
、
其
家
内
親
類
共
に
急
度
致
吟
味
、
有
子
細
之
は
役
所

へ
申
出
、
御
役
所
の
指
図
次
第
に
可
有
送
葬
、
若
認
置
後
日
露
顕
於
有
之
は
、

一
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旦
那
寺
の
可
為
越
度
事
、

已
上
抜
抄

永
照
寺
記
録
抜
記

秋
改

連
判
書
物
案
文

切
支
丹
宗
門
重
畳
御
改
に
付
書
物
の
事
〈
ヨ
コ
ヲ
リ
〉

一
当
春
宗
旨
御
改
の
刻
、
拙
僧
共
母
祖
母
兄
弟
又
は
寺
内
の
出
家
不
残
書
出
、
宗

旨
帳
面
の
通
、
当
春
書
出
申
以
後
、
寺
内
え
入
人
無
御
坐
候
、
弥
此
已
後
に
も

入
人
於
有
之
は
、
早
々
申
断
宗
旨
帳
に
書
載
、
其
者
旦
那
寺
の
証
拠
判
形
致
さ

せ
、
并
誓
紙
判
形
致
さ
せ
可
申
事

一
当
寺
内
死
人
有
之
時
、
死
骸
棺
中
見
届
取
納
の
儀
、
連
々
御
掟
の
通
弥
堅
相
守

候
事

一
当
春
宗
旨
御
改
の
刻
、
判
形
指
上
置
候
通
、
今
以
相
違
の
儀
無
御
座
候
、
弥
宗

門
御
改
の
御
法
度
の
通
、
無
油
断
相
守
候
、
当
寺
内
え
切
支
丹
宗
門
の
者
無
御

座
候
事年

号
月
日

何
郡
連
判

寺
号

法
名

三
か
寺
当

（
翻
刻

小
林
・
高
松
）

一
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明正寺 系図

開 基 了 鎮 俗性は越前国杣山城主瓜生判官保が嫡孫、瓜生左衛門尉義直。
後に瓜生を改め伊藤氏と成り、飯塚宿紺屋町に移り居住今に至る。
真宗に帰伏、発心して本願寺実如上人より了鎮の法名、御直筆六字名号
を給わり草庵を建て六字名号を本尊として安置。

二 代 宗 祐 同寺出生。委細知れず

三 代 明 願 同寺出生。天正15年（1587）5月7日 本願寺教如上人九州御下向時、
飯塚駅明願宅に御滞在され御直筆を以明正寺と寺号下さる

四 代 明 善 同寺出生。慶長9年（1604）3月20日如水様御逝去の時、長政様より御
上意にて、嘉麻・穂波両郡真宗一派は明正寺に付き随い東派から西へ改
宗し御諷経申し上げる。
長政様は御参勤の節、西御門跡准如上人より御謝礼・御書給わり、後代
のためと御家臣岩崎平兵衛殿より御上意の趣・御添簡成られ明正寺に御
納今に至る。
明正寺へ西の帰参御褒美に、顕如上人御影給わり今に伝える。

五 代 西 順 同寺出生。八間四面の本堂建立、太守公より内野山にて材木拝領
拝領の松の伐り跡を今に至るまで明正寺松と伝える。
本尊木佛・釣鐘 成就
年頭御礼当代より始

六 代 西 了→了 西 同寺出生。忠之様より当所御茶屋に御滞在の間、格別の御意を蒙り西了
の名荷宰領などと称え悪敷なる故、了西と上下相改める様仰付られる。
御逝去の後本堂に御位牌を建、毎日読経相勤める。
馬具拝領、鞍に寛永15年（1638）9月播磨東条大西昇母と銘、轡と鐙は
分からず。
親鸞聖人御影
三朝高僧真影

�
�
�
�

元和3年（1617）3月正月26日 上京御免
上宮太子御影
飛檐官位昇進 寛永16年（1639）11月19日 上京御免
年始御礼申上来

七 代 了 貞 同寺出生
大谷本願寺 親鸞聖人縁起

良如上人真影
�
�

�
�

	
寛文11年（1671）5月3日 上京御免

年始御礼申上来

八 代 嶺 秀 同寺出生
寂如上人御影 享保11年（1726）9月12日 上京御免
本門建立・一切経蔵建立・鐘楼堂建立
享保2年（1717）5月27日 上京継目御免
年始御礼申上来

九 代 嶺 空 同寺出生
権律師 綸旨頂戴 元文3年（1738）閏11月10日 上京御免
永代余間官位昇進 寛保3年（1743）8月晦日 上京御免
年礼申上来

十 代 了 道 明和6年（1769）10月12日 博多万行寺より入院
余間継目 明和9年（1772）7月19日 上京御免
権律師 綸旨頂戴 明和9年（1772）7月27日 在京御免
余間官位昇進 寛保3年（1743）8月晦日 京都本山より格別の寺格
に仰付られる。

＊本系図は「和光山明正寺記録」より作成した。（系図作成樋口）
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【
附
記
】
本
報
告
は
、
解
説
を
鷺
山
が
、
翻
刻
を
鷺
山
の
指
導
の
も
と
で
小
林
・

髙
松
が
、系
図
作
成
を
樋
口
す
み
が
分
担
し
て
成
っ
た
。全
体
構
成
は
小
林
が
行
っ

た
。
明
正
寺
史
料
の
解
読
、
翻
刻
、
整
理
作
業
は
、
本
学
真
宗
史
料
講
読
会
に
お

い
て
取
り
組
ん
だ
。
会
員
は
鷺
山
智
英（
本
学
人
間
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）、

小
林
知
美
（
本
学
准
教
授
）、
川
尻
洋
平
（
本
学
人
間
文
化
研
究
所
リ
サ
ー
チ
ア

ソ
シ
エ
イ
ト
）、
樋
口
す
み
（
タ
ク
ト
職
員
）、
髙
松
麻
美
（
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ

あ
い
館
学
芸
員
）
で
あ
る
。

作
品
調
査
・
研
究
に
あ
た
っ
て
、
明
正
寺
ご
住
職
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
さ
ぎ
や
ま

と
も
ひ
で：
人
間
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

（
こ
ば
や
し

と
も
み：

ア
ジ
ア
文
化
学
科

准
教
授
）

（
ひ
ぐ
ち

す
み：

タ
ク
ト
職
員
）

（
た
か
ま
つ

あ
さ
み：

太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館

学
芸
員
）
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